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ビックデータ時代の地域ビジネスを
考える 

第1版 

青森県電子自治体推進協議会アドバイザー 
シスコシステムズ合同会社  

荻原聡 

如何に情報を収集し、処理・分析し、活用するか 
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• Big Data - Overview 

• 社内事例 

• 海外事例 

• 活用のイメージ 

• 提言 

• ビックデータの環境予測を把握 

• 自治体と地域企業のビックデータビジネスモデルのイメージを理解 

日時：2012 年12月6日（木）13:30～17:00 

場所：TKP天神シティセンターアネックス ホールA 
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Cisco Systems 会社概要 
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ビデオ： 
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Cisco Global Market Share 
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FY12 Acquisition 

BNI:Video 

Versly:Collaboration  

AXIOSS:NWmanagement 

newScale:Cloud 

InletTechnologies:Video 

PariNetwork:NWmanagement 
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FY12 Cisco Global Operating Model 

Service Provider 

Customer Led 

EMEA 
America

s 

Enterprise 

Partner Led 

3 Geographic 
Regions 

2 Global 
Market 

Segments 

2 Go-to-
Market 
Models 

APAC, JAPAN, 

China 

東京ミッドタウン 

2011年3月の東日本大震災と一連の原子力発電所周辺の事態に際

し、シスコは、迅速な行動で危機管理対応力を発揮し、従業員の
安全確認をいち早く確保した。また、シスコの従業員は基本的に
全員、翌日より在宅勤務に従事し、事業の継続性が維持された。 

被災地へは、事業回復をめざして危機管理対策として、災害対応
ボランティアチームを設立、Web会議アプリケーション 「Cisco 

WebEx」の現地への無償提供、Wi-Fiネットワークの復旧作業な
どを行った。 

経営品質の考え方は、お客様から「価値がある」と評価される
製品やサービスを継続的に提供できる経営と組織づくりを目的
としています。今回の受賞は以下の点がとくに評価された。 

1.  顧客の経営革新実現に向けたゆるぎないお客様リレーション
シップづくり 

2.  企業カルチャーの浸透とコラボレーション型組織による強い
営業体制の構築 

社名 Cisco Systems, Inc. 

設立 1984年12 月10 日 

会長兼最高経営責任者 ジョン・チェンバーズ 

本社所在地 米国カリフォルニア州サンノゼ 

拠点数 550以上 

2011年度売上高 432億ドル 

従業員数 63,870名（2012年1 月） 

社名 シスコシステムズ合同会社  (Cisco Systems G.K.) 

設立 1992 (平成4) 年5月22 日 

代表執行役員 

社長 
平井 康文 

本社所在地 
東京都港区赤坂9-7-1 

ミッドタウンタワー（受付21F） 

従業員数 約1,300 名（2012年1月） 

どんなデバイスでも 誰でも どこでも 

音声と同じように 

簡単にビデオ 

あらゆるクライアントから 

自由にアクセスできる 

シンクライアントでも 

ビジュアルコラボレーション 
セキュアに社外／社内との 

コミュニケーション 

Cisco Cius 

シンクライアント 

PC 
iPad IP-Phone 

TV会議 

テレプレゼンス 
Cisco Quad 

デバイスの 
多様化 

コンテンツの 
多様化 

アプリケーションの広がり 

どこからでも 
アクセス 

柔軟な利用モデル 

The 

Cisco 
Vision 

changing the way we 

work, live, play, and 

learn 

今までになかった価値を創造すること。 

お客様、従業員、株主様、パートナーに向けて、 

インターネットの未来をかたちづくること。 

それが私たちのミッションです。 

Cisco Global Sales Experience 

コラボレーション フリーアドレス テレプレゼンス 

シスコでは、お客様に提供しているコラボレーション&コミュニケーションの
考え方を、さまざまな場面で実際に社内で活用しています。 

シスコシステムズ合同会社 
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史上類のないデータの増加スピード
（出典：2011年6月 IDCホワイトペーパー） 

 2010年 – 世界中で1 ZB (Zettabyte) のデー
タを生成 

 2014年 – 年間に7 ZB  のデータが生成され
ると予測 

データ量は、年率40％で成長し続
け、2009年から2020年の間に44倍
になる（出典：マッキンゼーグローバル研究所）   

ビッグデータ市場は、2012年に50
億ドルに達し、2017年には500億
ドル市場に成長する（出典： Wikibon） 
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製品の企
画 

設計 

製造 

販売 

使用 

再生 

製品の企画 

設計 

製造 

販売 

使用 

再生 

これまで製品ライフサイクル全般における情報システムの活用は、部分的であったと言えます。ビック
データを活用することで、企画から再生まで一貫して、情報システムの活用が可能となります。 

 自フェーズもしくは隣り合うフェーズで
情報システムを活用 

 情報システムが分散して活用されていて、
一貫性がない 

 既存の企業で一般的に使われているス
ケールアップ型のリレーショナルデータ
ベース(RDBMS)では対応できない  

 企画から再生まで一貫して情報システム
を活用 

 Volume（量）、Velocity（頻度）、Variety

（多様性）、Value（価値）などを収集し、
限定的な現状分析だけでなく、将来の予
測精度をあげるための分析を実施 

従来型の情報システムの活用 ビックデータを用いた情報システムの活用 

情
報
シ
ス
テ
ム
を
部
分
的

に
使
用 

情
報
シ
ス
テ
ム
を
一
元
的

に
活
用 
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Volume 
（量） 

Velocity 
（頻度） 

Variety 
（多様性） 

Value 
（価値） 

ここでは、購入のライフサイクルを例に挙げて、 Volume（量）、
Velocity（頻度） 、Variety（多様性）、そしてValue（価値）の活用例
を示します。 

例： 

•全国のPOSデータを10年分一括して
集めて傾向分析をする 

•週末2日バッチ処理が必要だったも
のを30分で処理 

 

必要技術： 

大量のデータを素早く裁く為の基盤 

例： 

• SNSでのツイートされたデータを元
に新製品の仕入を変える 

•監視カメラで買い物客の行動を監視
し製品陳列を変える 

 

必要技術： 

非構造化データの処理（画像、動画、ソー
シャルメディア内テキスト） 

例： 

•顧客が店舗に近づいてくると、天候と施行を考
慮しクーポンをスマートフォンに発行 

•電子マネー・カードより、「30代男性は23時位
に甘いお菓子をよく買う」等データを収集 

 

必要技術： 

刻々と発生するデータをリアルタイムに分析処理 

例： 

•これまでのデータを集約して、新たな商品開発 

•顧客動向、年齢、性別、嗜好、地域に即した商
品展開 

 

必要技術： 

ライフサイクルデータ分析 

 

⇒収益拡大、コストの最適化、リスクヘッジ 



© 2012 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. Cisco Confidential 9 Cisco Confidential 9 Cisco Confidential 9 © 2010 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. 



© 2012 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. Cisco Confidential 10 

 
社内SNS（Webex Social）  

 社内SNS専用のモバイルアプリ利用者、4,503名 

 追加コンテンツのうち50％以上がドキュメントのアップロード 

 2012年の1月と2月の比較では、新しい投稿が21パーセント増加 

社内SNSの利用状況 

項目 
2011年の 

1ヶ月平均 
2012年2月 増加率 

新規参加者 – 64,127 – 

投稿 4,072 11,253 276% 

ブログ 333 868 260% 

ディスカッション
メッセージ 

2,751 7,941 288% 

ドキュメント類 5,931 17,612 296% 

つぶやき 1,518 3,081 202% 

コミュニティ 267 604 226% 

We are in the world of “Big Data” 

ソーシャルメディア活用 –  CiscoLiveメルボルン 2012 

 Cisco Live専用モバイルアプリでのクリック数、83,863回 

 TwitterでのCisco Liveつぶやき数、1,051 
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サービス購
入システム 

HDFS 

詳細な 

顧客データ 

1 

1. サービス購入システムからの情報を
抽出します 

  （データはHadoop のファイルシス
テムにロードされます） 

2. Big Dataを処理してサービスの案件
生成 

3. 案件情報の取り込み（Hadoopの
ファイルシステムから） 

4. 案件管理ツールSFDCでレポート化 

 

2 

3 4 

サービス案件
管理DB 

5 

営業Report

作成 

Sqoop：Hadoopとのデータ転送に使うツールで、膨大な
データ処理のために設計 

これまでのサービス契約情報を分析し、保守期間が切れるお客様に対し、新しい保守サービスの案件を自
動的に作る流れを表しています。数年前までは、保守期間が過ぎても放っておくしかありませんでした。
しかしこのシステムによって、自動的にどのお客様のどの機器が保守期間が過ぎそうかを分析し、案件を
作成します。 
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導入目的 
• 非構造化データと構造化データの結合 

• 膨大なデータ処理 

• データベースの負荷を軽減 

• リアルタイムの情報に過去データを付加 

現状 検証 

プラットフォーム Oracle 10g Hadoop 

ハードウェア HP Super Dome 
96 Core x 128 GB RAM 

10 Linux VMs 
1 CPU x 2 GB RAM each 

データ 2 million Contract rows 
10 million Rules rows 

1 million Contract rows  
10  million Rules rows 

サービス購入システムへの
データ入力 

 

 

30 – 50 時間  
End-to-end 

83 seconds 

Classification (Regular) 23 seconds 

Classification (Exception) 19 Seconds 

案件生成 15 minutes 

サービス購入システムへの
データ出力 

- 

20 分 
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ビデオストリ
ーム 

ログファイル 

ネットワーク
データストリ

ーム 

リアルタイム
センサー 

非構造化データ 
HDFS (Hadoop File  

System) 
分析 

リアルタイム 
ビジネスイン
テリジェンス 

評価分析 

過去情報を包
含 

Node A Node B Node C 

ERP/ 顧客
データ 

TeraData リポジトリー 

TeraData 分析エンジン 

分析 

現状分析 

これまでのビ
ジネスインテ
リジェンス 

ELT 
構造化データ 

現状分析 
データ 

構造化デ
ータ 

Hadoop Node Cluster 

Hadoopのエリア 

TeraDataのエリア 

弊社では、数年前にテラデータを導入したとき「Oracleよりもレポート系の情報処理に向く」ということでERPや顧客
データを入力して、分析に使っていました。 

現在では、売上情報のような構造的なデータ以外にもインプットしたいデータがさらに増えております。例えば、誰が何
をいつクリックしたのか、Facebookでフォローしてくれているのか、といった新しい様々なデータを処理し、それをビジ
ネスに活用したいというニーズがあります。しかしそれはデータ量が多すぎるし、構造的でないため、テラデータで処理
させるには時間がかかりすぎます。 

Hadoopを使うと、そういう情報処理のために開発されているため、非常に高速にデータを解析してくれます。 
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データソース 

CDR 

(Postpaid + 

Prepaid) 

VAS 

CRM & 

Billing 

Interconn

ect 

Others 

Extract 

外部の情報源か
らデータを抽出 

 

Transform 

抽出したデータ
をビジネスでの
必要に応じて変
換・加工 

 

Load  

最終的ターゲッ
ト（すなわち
データウェアハ
ウス）に変換・
加工済みのデー
タをロード 

 

データ 
インプット 

ETL 
（抽出・加工・

ロード） 

データウェアハ
ウス（データの

倉庫） 
データ分析 表示 

Nexus DAS 

Cisco UCS 
43x C240M3 

4x N5K 

RedHat 

Hadoop 

SAS 

ダッシュボード 

&キャンペーン 

OBIEE  

クエリーレポート 

AIS（アドバンスド・インフォ・サービス）は、タイで一番大きな携帯事業者です。 

Ciscoの製品を活用してビックデータソリューションを構築しました。 

BIツール 

データウェア 
ハウス 

顧客 ETL 
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AISの
活用 

CDR 
(Call 

Detailed 
Record)
分析 

端末使用
率トラッ
キング 

解約率分
析 

付加価値
サービス
分析 

キャン
ペーン管
理分析 

ビックデータを活用し、分析した主な内容です。この分析結果を用いて一層の顧
客満足度の向上に活用しています。 

主な成果 

非常に多いデータを短時間で分析・解析し、結果を出力できるようになった。 

非構造化データを用いて分析きるようになった。 
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例えば、すでに利用が始まっている「うすき石仏ねっと」に利用者情報などの様々なデータを分析、活用
することで、新たなサービスの広がりとなります。 

送迎 地場企業 

自治体 

医療機関連携 

遠隔医療相談 投薬 

家庭 

出典： 臼杵市医師会立コスモス病院のHP  

現在 
「うすき石仏ねっと」とは、臼杵市内の医療機関を結ぶ情報ネットワークです。 皆様に「石仏カード」を提示していただ
くことで、様々な医療機関にあるデータを共有することができるようになります。 
「石仏カード」には、医療情報は入っていません。「石仏カード」は情報を結びつける鍵ですので、「石仏カード」が提示
されなければ、情報の共有はできません。 

うすき石仏ねっとを中心として、利用者の個別の要望にこたえるサービスの提供、各業務の効率化、新産
業の創出などが可能となります。 
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サンフランシスコ市が毎月出している犯罪情報です。このデータは一般に開放しています。 

2012年10月のデータです。 
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サンフランシスコ市では、これまで200ほどのデータを公開し、60ほどのスマートフォンのアプリケー
ションを市民に提供しています。 

サンフランシスコ市は、無償でデータを提供する代わりに、地域の企業・NPO法人・個人で利益を上げて
欲しいとのことです。地域企業などは収入を拡大し、サンフランシスコ市は就業率、納税率の向上を目的
としています。 

前提として、サンフランシスコ市と地域企業との間で、データ活用に関してよく話し合うこととなってい
ます。 
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ビックデータを活用した新たなサービスを考える上で既存のデータを活用するモデルを提言します。すで
に中央省庁や自治体が有している情報を、いかに九州の地域社会経済に還元するかの検討が必要です。 

新サービス
の創出 

既存情報 

情報の棚
卸し 

検討 
インセン
ティブ 

情報の可

視化 

アントレ
プレナー
の育成 

すでに中央省庁や自治体は、膨大
なデータを有する。 

どのようなデータがあるか棚
卸しを実施。 

棚卸し結果を有識者を交えて、
関係者で検討。 

中央省庁や自治体に対して、
インセンティブが発生するよ
うな仕掛けが必要。 

ビックデータを活用する事で
ヒト・モノ・カネの流れが把
握可能。 

中央省庁や自治体は、ビックデータで得られる価値をいち早く把握し、早い時点で、ビックデータ導入後
のあるべき姿を考える必要があります。一方、検討体制として、産官学の有識者が集まり、九州において
どのようなビジネスモデルが可能か、どのようなデータが出せるか、どのような人材を育成すべきかを検
討する必要があります。 

地域でビックデータを活用するビ
ジネスを考えるアントレプレナー
を産官学で育成。 
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交通 

企業 

家庭 

エネルギー 

学校 

病院 

ITS 
コミュニティバス 

屋外カメラ 

EVステーション 

シンクライアント 

遠隔授業 

遠隔医療・相談 

電子カルテ 

地域医療連携 

電子黒板 

校内LAN 

HEMS 

BEMS・FEMS 

マイポータル 

バイオマス発電 メガソーラー 

スマートメーター 
スマートグリット 

電子教科書 

自家発電 

行政 

マイナンバー 

BCP/BCM 

バックアップ / DRサイト 

自治体ポータル 防災 
衛星通信 

IPICS:  

多様な通信システムをIP統合で相互接続 

遠隔TV会議 

（パンデミック対策など） 

遠隔連携 

再生可能エネルギー 

行政ネットワーク 

蓄電池 

遠隔TV会議 

（二酸化炭素削減） 

車車間通信 

路車間通信 
緊急災害情報 

国際交流 

在宅医療 

緊急時移動通信車両 

情報連携 

情報一元管理 
薬事情報 

健康診断 

クラウド、モバイル、更にセンサーなどのスマートデバイス等がインターネットに接続されることで、こ
れまでのP2A(People to Application)に加えて、M2M(Machine-to-Machine)ならびにM2H（Machine-to-

Human）と融合・連携された“モノ・コト“による価値創造が生まれる革新的な進化を遂げる新たなステー
ジをインターネットは迎えてます。あらゆるものが“コネクティッド”される社会においては、環境・医
療・教育、交通分野などあらゆる領域においてさまざまなサービスや利便性を向上する新アプリケーショ
ン・ビジネスの創出が期待されます。 
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Thank you. 


